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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｌ  31/00     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月24日(2014.10.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリマーステントを調整して製造する方法であって：
　ポリマースキャフォールドを有するポリマーステントを、ある期間、３０℃に等しい、
３０℃にほぼ等しい、または３０℃を超える温度で、かつ前記ポリマースキャフォールド
のガラス転移温度より最大で約１５℃低い温度に暴露するステップを含み、前記期間は少
なくとも８時間であり；
　前記ポリマーステントは、前記暴露前に送達機器へクリンピングされ、パッケージ化さ
れ、および滅菌され；
　前記ポリマースキャフォールドは、前記ガラス転移温度より高い温度で応力を加えて変
形させたポリマー成形品から形成され；
　前記ポリマー成形品の前記ガラス転移温度は、２５℃を超え；
　前記暴露温度は、±３℃以内に管理される；
　ポリマーステントの製造方法。
【請求項２】
　前記ポリマー成形品は、ポリマーチューブであり、
　応力を加えた前記変形は、前記ポリマーチューブの径方向への拡張を含む、
　請求項１の方法。
【請求項３】
　前記ポリマースキャフォールドは、ポリ（Ｌ－ラクチド）、ポリマンデリド、ポリ（Ｄ
Ｌ－ラクチド）、ポリグリコリド、ポリ（Ｌ－ラクチド－ｃｏ－グリコリド）、および全
ての比率でのそれら全ての組合せからなるグループから選定されるポリマーを含む、
　請求項１または請求項２の方法。
【請求項４】
　前記暴露温度は、前記ポリマースキャフォールドの前記ガラス転移温度より最大で２０
℃低い、
　請求項１～請求項３のいずれか１項の方法。
【請求項５】
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　前記暴露期間は、約８時間～約２０日であり、
　前記暴露温度は、約３２℃～約４０℃である、
　請求項１～請求項４のいずれか１項の方法。
【請求項６】
　前記暴露期間は、約１日～約１０日である、
　請求項５の方法。
【請求項７】
　前記暴露期間は、約２日～約６日である、
　請求項６の方法。
【請求項８】
　前記暴露温度は、約３５℃～約４０℃の範囲である、
　請求項７の方法。
【請求項９】
　前記ポリマースキャフォールドを有する前記ポリマーステントを、ある期間、３５℃に
等しい、または３５℃を超える温度で、かつ前記ポリマースキャフォールドの前記ガラス
転移温度より最大で約１０℃高い温度に暴露するステップをさらに含み、
　前記期間は、約４時間～約１０日間の範囲であり、前記ポリマーステントが送達機器に
クリンピングされた後であって、前記ポリマーステントが滅菌される前に行い、
　前記クリンピング後かつ前記滅菌前の前記暴露温度を±３℃以内に管理する、
　請求項１～請求項４のいずれか１項の方法。
【請求項１０】
　前記クリンピング後かつ前記滅菌前の前記暴露期間は、約１６時間～約４８時間であり
、
　前記クリンピング後かつ前記滅菌前の前記暴露温度は、約４５℃～約６５℃である、
　請求項９の方法。
【請求項１１】
　前記クリンピング後かつ前記滅菌前の前記暴露期間は、約１６時間～約３２時間であり
、
　前記クリンピング後かつ前記滅菌前の前記暴露温度は、約５０℃～約６５℃である、
　請求項１０の方法。
【請求項１２】
　前記ポリマーステントは、約４０℃～約５０℃の範囲の温度で送達機器へクリンピング
される、
　請求項１～請求項４、請求項９～請求項１１のいずれか１項の方法。
【請求項１３】
　前記滅菌後の曝露温度は、約３３℃かつ３７℃以下であり、
　前記滅菌後の曝露期間は、約３２時間～約８４時間の範囲である、
　請求項１２の方法。
【請求項１４】
　前記ポリマーステントは、送達機器上に約４８℃の範囲の温度でクリンピングされ、
　前記滅菌後の暴露温度は、約３５℃であり、
　前記滅菌後の暴露期間は、約４８時間～約７２時間の範囲である、
　請求項１３の方法。
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